
上田昌文

NPO法人 市民科学研究室代表

子どもは地域の中で育ちま
す。国の政策は、東日本大
震災以後も、決して環境や

健康を優先したものになっていません。
食、化学物質、ごみ、エネルギーなど、
環境と健康に関わる多角的な問題を、子
どもの成長の視点からとらえ、解決して
いけるのは、自ら立ち上がって行動する
地域に住まう生活者です。生活者の声を
市政に反映させるべく精力的に活動し、
いくつもの実績を上げてこられた田村ち
えみさんを推薦いたします。

府中・生活者ネットワーク
府中市議会議員 田村ちえみの
活動を紹介します

松浦幸子
クッキングハウス代表
精神保健福祉士
今、大人も子どもも生き苦し

くて悲鳴をあげています。こ

ころの病気の人も増えて深刻です。地域

全体を安心して暮らし、自分らしさを取り

戻せる居場所にしなければなりません。

こんな時、力を発揮できるのは生活者と

しての視点と判断力をもった女性の知恵

と行動力です。集めた力が田村ちえみさ

んをとおして地方議会に届くのです。

● 田 中 優
環境活動家

● 森 田 明 美
東洋大学教授

子どもの権利東京市民
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田村ちえみプロフィール
196１年 富山県高岡市生まれ

1977年 府中市立府中第三中学校卒業

1980年 都立府中東高等学校卒業

1982年 東京女子体育短期大学

児童教育学科卒業

八王子市内の幼稚園に勤務

1999年 生活クラブ生協府中支部支部委員

2002～2009年

（企）ワーカーズ・コレクティブ

轍サンズ代表理事

2010年 府中・生活者ネットワーク事務局長

2011年 府中市議会議員初当選

文教委員会 再開発対策特別委員会

議会運営委員会

本町３丁目在住

家族 夫、一男一女、愛犬（ラブラドール）

趣味 トレッキング

男
女
平
等
社
会
の
実
現

女
性
も
男
性
も
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
と
男
女
平

等
の
視
点
を
大
切
に
し
た
教
育
や
働
き
方
を
す
す

め
ま
す
。
ま
た
力
に
よ
る
支
配
（
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
）
を
な
く
す
た
め
に
、
防
止
と
被
害
者
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

食
べ
物
の
安
全
性
を

大
切
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
給
食
を
食
べ
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
使
用
せ
ず
、
食
材
の

放
射
能
測
定
も
継
続
し
て
行
な
い
ま
す
。
地
域
の
野
菜

を
取
り
入
れ
る
な
ど
地
産
地
消
を
す
す
め
、
農
地
を

守
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
一
括
調
理
の
給
食
セ
ン

タ
ー
方
式
を
見
直
し
、
食
育
や
防
災
の
面
か
ら
も
地
域

に
分
散
し
た
調
理
施
設
へ
の
転
換
を
も
と
め
ま
す
。
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１ 議員は交代制（ローテーション）
生活者ネットワークの議員は最長でも３期１２年
で交代し議員を特権化しません。
２ 議員報酬は市民の政治活動資金に
生活者ネットワークの活動はカンパで支えられて
います。議員報酬は市民の政治活動資金にいかし、
お金の流れは公開しています。

３ 選挙はカンパとボランティアで行ないます

わくわく市民のつどい
２０１５

３月１５日（土）１４：００～

府中グリーンプラザ大会議室
第１部 講演
「世界に広がるシティ・ファーマー！
都市農業で地域コミュニティを再生するために・・・」
講師 白井和宏さん
（市民セクター政策機構・専務理事）
第２部 みんなで考える

地域コミュニティーのこれから

３人の候補予定者、田村ちえみ、

泉ちず子、西のなお美より挨拶

わくわく街頭演説会
２０１５年５月８日
１４時～
フォーリス前

府中・生活者ネットワーク

田村ちえみの提案
■子どもの育ちを応援する
すべての子どもに多様な学びの場を提供する。
出産前から一人ひとりのＳＯＳを受け止める
仕組みをつくり、虐待を未然に防ぐ。

■誰もが地域で暮らし続けるために
住み慣れた地域で自立した生活を営むことが
できるよう、医療、介護、住まい、生活支援
などのサービスを一体的に提供する「地域包
括ケアシステム」のしくみをつくる。

■環境に配慮した
持続可能なまちづくりをすすめる
原発に依存しない持続可能な自然エネルギー
の利用をすすめる。

■食べ物の安全性を大切に
大規模学校給食センターでの一括調理方式を
見直し、食育、防災の面からも、自校式や、
地域分散型の給食にする。

■男女平等社会の実現
人権や男女平等の視点に立った学校教育、社
会教育をあらゆる場面ですすめる。

■人権、平和を守る社会を地域から
学校教育・生涯教育を通じて地域で平和と人
権を学ぶ機会をつくる。

「
経
済
が
上
向
き
に
な
り
、
就
職
内
定

率
も
上
が
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
若
者
の
３
人
に
1
人
は
非
正
規
雇

用
、
女
性
の
非
正
規
雇
用
の
割
合
も
男
性

よ
り
高
い
の
が
現
状
で
、
多
く
の
若
者
や

女
性
が
将
来
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
職
場
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
関
係
に
疲
弊
し
、
自
信
を
な
く

し
て
し
ま
う
な
ど
、
困
難
を
抱
え
て
し
ま

う
こ
と
も
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

困
難
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
若
者
の
「
就

労
支
援
」
の
た
め
に
、
行
政
が
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど

ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
十
分
な

支
援
に
は
な
っ
て
い
ま

ま
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若者、女性がいきいきと、
多様な働き方ができる社会に

せ
ん
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
職
場
で

働
く
こ
と
で
自
信
を
取
り
戻
し
た
り
、
自

ら
地
域
に
必
要
な
仕
事
を
作
り
だ
し
た
り
、

若
者
が
自
信
を
持
っ
て
多
様
な
働
き
方
が

で
き
る
場
が
、
地
域
に
た
く
さ
ん
で
き
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
も
、
若
者
と
地
域
の
中
小
企
業

と
つ
な
げ
る
よ
う
な
就
職
先
を
斡
旋
し
た

り
、
若
者
が
自
ら
事
業
を
起
こ
す
際
に
、

無
担
保
で
融
資
を
し
た
り
、
事
務
所
の
貸

し
出
し
を
無
料
で
行
な
う
な
ど
の
支
援
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
者
や
女
性
が
困
難
を
抱
え
て
い
て
も

支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
提
案
し
な

が
ら
、
地
域
で
い
き
い
き
と
働
き
つ
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
府
中
の
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
就
労
支
援
を
行

な
う
「ハ
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

（大
阪
）を
視
察

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

３
つ
の
ル
ー
ル


